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標記について、下記の通り活動報告書を添付し提出いたします。 

 

 

 

記 

 

活動課題 

 

おかえりなさいを支える「ふたば暮らしの保健室」 

 

 

 

所属機関・職名 福島県立医科大学大学院医学研究科・教授                  

 

 

氏名     佐藤 美佳                         

 



   

 

本活動は、東日本大震災・原子力災害後、11 年以上の長期間に渡り、帰還困難区域に指定され、

2022 年 1 月 20 日より準備宿泊が開始され、同年 8 月 30 日に特定復興再生拠点区域全域の避難指

示が解除された双葉町民の、帰還後のこころと身体の健康支援を行うことを目的としている。そして、健康や生

活などに関するちょっとした変化や疑問などについて、気軽に話ができる関係性をつくり、双葉町民の健康増進や

疾病予防・介護予防に役立てることを目標としている。 

 

1. 活動の内容・実施経過  

  １）「ふたば暮らしの保健室」 

 2022 年 2月～2023 年 2月まで、毎週木曜日に双葉町へ行き、町民の戸別訪問を実施している。 

図１に月別戸別訪問実施状況を示した。2月3日～8月29日までは準備宿泊者として8世帯（10名）

を戸別訪問し、8 月 30 日の避難指示解除以降 2023 年 2 月末までは、合計 34 世帯（45 名）を対象

に戸別訪問を実施している（表１）。男性は28名で平均年齢は59.7±15.3歳。女性は17名で平均年

齢は 63.2±20.4 歳である（表２）。訪問回数は 50 回、訪問者数は延べ 347 名（延べ 289 世帯）。

毎週木曜日に訪問し、体調確認や近況報告、かかりつけ医の受診状況やコロナワクチン接種について等、1 人

当たりの訪問時間は１時間前後である。高血圧の既往のある方には、血圧測定を行い、血圧手帳を作成して

配布をしている。 

 

 
図１ 戸別訪問実施状況（月別延べ訪問者数） 
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表１ 戸別訪問対象者数（実数） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表２ 戸別訪問対象者の平均年齢 

 

 

 

 

 

 

 

 

２）「ヘルス＆レクふたば」 

 「ふたば暮らしの保健室」企画として、帰町した町民の交流・コミュニティ形成の場および健康支援を目的に、

2022 年 5 月より、毎月第１木曜日の 13:30～15:00 の時間に「ヘルス＆レクふたば」を開催している。開

催場所は、準備宿泊期間中は双葉駅隣のコミュニテーセンター2 階、避難指示解除後は双葉町役場 1 階会

議室を借用している（チラシ参照）。2023年 2月末まで、合計10回開催し、延べ参加人数は60名（図

２）。準備宿泊期間中は、参加者よりもスタッフの人数が

多かったが、避難指示解除となり、10 月より災害公営住宅

への入居が可能となってからは、増加傾向にある。この「ヘル

ス＆レクふたば」開催にあたり、本地域啓発活動助成を活

用し、運営費および福島県レクリエーション協会へ外部講師

を依頼した。 

人

準備宿泊期間中

（R4年１月20～8月29日）

避難指示一部解除後

月16日）
合計

男性 8 20 28

女性 2 15 17

合計 10 35 45

歳

準備宿泊期間中

（ｎ＝10）

避難指示一部解除後

（ｎ＝35）

合計平均

(ｎ＝45）

男性 61.0±12.9 57.7±21.5 59.7±15.3

女性 59.1±5.5 63.8±15.9 63.2±20.4

合計平均 60.6±10.8 61.2±18.9 61.0±17.3



   

 

 
図 2 「ヘルス＆レクふたば」開催状況（参加人数） 

 

福島県レクリエーション協会への講師依頼は、第 5 回（2022 年 9 月 1 日）、第 9 回（2023 年 1 月

12日）、第10回（2023年 2月 2日）の合計3回行った。また、福島県立医科大学の学生２名も、第

6回（2022年 10 月 6日）にボランティア活動として参加した。 

以下、福島県レクリエーション協会に講師依頼を行った回について報告する。 

 

◆2022 年 9 月 1 日(木)第 5 回「ヘルス＆レクふたば」 参加者：3 名  

※スタッフ 3 名    ※講師（福島県レクリエーション協会）2 名  

参加者は、準備宿泊期間中より双葉町に帰町している 3 名

（男性 2名、女性 1 名）。既に顔見知りの 3 名なので、早め

の 13:45～15:00 の間講師に依頼し、ストレッチ体操を念入り

に行った後、ニュースポーツの「クロリティー」を、双葉町と医大のチ

ーム対抗で競技した。双葉町の 3 名で連帯感が生まれ、楽しく

競技できた様子であった。 

 

 

◆2023 年 1 月 12 日(木)第 9 回「ヘルス＆レクふたば」 参加者 11 名 

  ※スタッフ 3 名     ※講師（福島県レクリエーション協会）2 名  

参加者は、合計 11 名（男性 4 名、女性 7 名）。このうち、災害公営

住宅の入居者 6 名で、10 月以降、参加者が増え続けている。前半は、自

己紹介および近況報告を行い、お互いの顔と名前が一致するように配慮した。

後半の 14:00～15:00 の 1 時間は講師に依頼して、ストレッチ体操から始

まり、「公式輪投げ」を行い、2 チーム対抗および個人の記録を競って盛り上

がった。 

 

 



   

 

◆2023 年 2 月 2 日(木)第 10 回「ヘルス＆レクふたば」 参加者 13 名 

      ※スタッフ 3 名     ※講師（福島県レクリエーション協会）2 名  

参加者は、合計 13 名（男性 7 名、女性 6 名）。

このうち、災害公営住宅の入居者 9 名で、入居者の半

数が参加した。前半は、自己紹介および近況報告を行

い、お互いの顔と名前が一致するように配慮した。後半

の 14:00～15:00 の 1時間は講師に依頼して、ストレ

ッチ体操から始まり、アイスブレイクとして 2 人 1 組の「人

間輪投げ」を行い、1分間で何往復できるかを競って盛り

上がった 

 

 

2. 活動の成果  

「暮らしの保健室」の活動開始時は、5～６名の戸別訪問と、「ヘルス＆レクふたば」の参加者も３～5 名

であった。しかし、2022 年 8 月 30 日に特定復興再生拠点区域の避難指示が解除になって以降、自宅に

戻られた方や、災害公営住宅・災害賃貸住宅に入居された方など、少しずつ帰町する人が増えてきている。

毎週木曜日の「ふたば暮らしの保健室」の活動としての戸別訪問に加えて、毎月第１木曜日に「ヘルス＆レク

ふたば」を開催することにより、町民がお互いに知り合う機会となり、交流を深めるきっかけとなったと考える。参

加者は、回を重ねる毎に増え続けており、最近では、「毎週でも皆で集まりたい」と希望する人が増え、自主的

に町民が集まる会を企画し、2 月 23 日に災害公営住宅の集会所において、「芋煮会」を開催する運びとな

り、総勢３０名が参加したことは喜ばしいことである。 

 

3. 今後の課題  

町民の「毎週でも皆で集まりたい」という思いを受け止め、令和 5 年度の「ふたば暮らしの保健室」は、活動

方法を変更する。双葉町健康福祉課の協力を得て、双葉駅隣のコミュニテーセンター1 階を町から借用し、

毎月第１・２木曜日の 13:00～16:00 に「ふたば暮らしの保健室」を開設し、誰もが参加できるような居心

地の良い場所作りを目指す。あわせて、町民の集まりへの参加を希望しない人もいることから、午前中は従来

通り戸別訪問も継続する予定である。今年度は、講師依頼を本助成により 3 回実現可能となったが、次年

度以降の講師依頼については、町民の特技を活かして町民にボランティアとして講師依頼を検討したり、スタッ

フをはじめ、ボランティアを募集して継続していきたい。 

 

4. 活動成果等の公表予定（学会、雑誌）   

   第28回日本災害医学会総会・学術集会において、口演発表予定（於：盛岡市，2023年3月11

日） 

 

 

 


